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長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

福祉部 子育て支援課

H25予算

児童館運営事業事業番号 46

42,350

事業の目的・概要

（目的）
児童に健全な遊び場を与え、その健康を増進し、情操を豊かにするとともに、異年齢児、地域との交流の場とす
ることを目的とする。
（概要）
青少年児童センター、上郷児童館、下山児童館、長久手西児童館及び長久手南児童館を運営する。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

尾張旭市　９箇所（２箇所指定管理）
　　　　　　　児童館こどもまつりは、みらい子育てネットの協力により各児童館で実施
日進市　６箇所（すべて複合施設）
東郷町　６箇所（１箇所指定管理）

事業期間 事業開始年度 昭和４９年度 終了（予定）年度 ―

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

乳幼児及びその保護者、小学生を中心とした児童、児童館
39,911 40,355 41,994 40,322

総事業費
（単位：千円）

H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

他事業と統合

国費・県費
一般財源 39,911 40,355 41,994 40,322 42,350 現行どおり実施

事業の改善

地方債

1月～ H24目標値 H25予算

運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

児童の発達を増進し、地域住民、自治会、子ども会などと連携した活動を進め、活性化を図る。
受益者負担額

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して） 事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

①
児童館施設管理事
業

児童館

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

維持

児童館清掃委託3,245、消
防設備保守147、空調設備
保守205、自動扉保守
281、非常通報装置保守
189、除草委託320、昇降
機保守252、警備委託126

B

H23実績
単
位

H24実績
7月～ 10月～

当面は、現行どおり実施していく。地域
住民、自治会、子ども会と連携を深め、
地域に根ざした活動を進める。新設児
童館の指定管理を検証し、民営化の検
討を行う。

施設管理業務を実施すること
で

0 40,514 39,392
維持

0 40,945

施設維持管理上
の重大な不具合
件数

0

件
重大な不具合の発生
がないことを目標

38,586 39,328

施設を安全かつ快適
に利用してもらう。

床面・トイレ清
掃年12回等、
西・上郷児童館
除草年2回、
西・南・青少年
児童ｾﾝﾀｰ自動
扉保守

人形劇公演委託126

B 当面は、現行どおり実施していく。地域
住民、自治会、子ども会と連携を深め、
地域に根ざした活動を進める。新設児
童館の指定管理を検証し、民営化の検
討を行う。

児童厚生員により、料理教室
年9回、人形劇公演年1回、お
楽しみ遠足年1回を実施するこ
とで

66,635 410 174
維持

児童館が地域の子育
ての拠点となり、発達
の増進を図る。

料理教室年
9回、人形劇
公演190人
参加、お楽
しみ遠足35
人参加

入館者数

69,077

人
これまでの推移から
予想される数値

70,000 335
維持

③
児童館まつり実施事
業

乳幼児及び
その保護
者、小学生
を中心とした
児童

② 児童館活動事業

乳幼児及び
その保護
者、小学生
を中心とした
児童

255 217

当面は、現行どおり実施していく。地域
との連携を深めるため、各児童館開催
の検討を進めていく。

こどもスタッフ会議を実施（5
回）
し、児童館まつりを実施するこ
とで

1,577 1,070 756
維持

1,504 1,070
維持

人
これまでの推移から
予想される数値

1,070 810

児童館まつりイベント
委託340

B児童に健全な遊び場
を提供するとともに、
子どものボランティア
の育成・援助を図る。

5回開催
こどもスタッ
フ数52人

児童館まつり参
加者数

1,504

④

平成２６年度開設に向け、市が洞地区に新たな児童館を整備する。

② 児童館活動事業
児童館が地域の子育て拠点となり、地域に根ざした活動が行えるような体制作りを進めていく。
自治会や子ども会と児童館活動の連携を深め活性化していく。事務事

業の改
善内容

事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

①
児童館施設管理事
業

児童館が地域の子育て拠点となり、地域に根ざした活動が行えるような体制作りを進めていく。
自治会や子ども会と児童館活動の連携を深め活性化していく。

③
児童館まつり実施事
業

地域との連携を深めるため、各児童館開催の検討を進めていく。

児童館新設事業


